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健全な水循環の保全に向けて
〈公害等調整委員会の審理状況を報告します〉

　臂曲地内における岩石採取事業計画の規制を
巡っては、山形地方裁判所に被告として訴えら
れたことから、裁判に関する情報を中心に掲載
してきましたが、今回は、公害等調整委員会に
おける審理（双方の主張を聞いて事実関係を明
確にすること）状況についてお知らせします。

公害等調整委員会とは･･･
　総務省の外局として設置された行政委員会で、公害紛争の処理や鉱業、採石業、
砂利採取業と一般公益等との調整を図ることを主な任務としており、これまでも
採石を巡る案件をはじめ多くの申請事件に対して紛争解決の裁定（当否を判断し
て決定すること）を下しています。

　

先
に
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
町
は
臂

曲
地
内
に
お
け
る
新
た
な
岩
石
採
取
事
業

計
画
を
規
制
対
象
事
業
と
認
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
山
形
県
が
採
石
事
業
計
画

認
可
申
請
等
を
拒
否
す
る
決
定
を
下
し
ま

し
た
が
、
川
越
工
業
㈱
は
こ
の
決
定
を
不

服
と
し
て
、
決
定
の
取
り
消
し
裁
定
を
求

め
て
同
委
員
会
に
申
請
し
ま
し
た
。
申
請

日
は
、
町
が
同
社
か
ら
山
形
地
裁
に
訴
え

ら
れ
た
日
と
同
じ
平
成
29
年
２
月
20
日
で
、

町
が
被
告
と
な
っ
た
地
裁
訴
訟
と
並
行
し

て
審
理
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
３
回
目
の
委
員
会
審
理
か
ら

は
町
も
参
加
人
と
し
て
県
と
共
に
主
張
を

重
ね
て
お
り
ま
す
が
、
法
的
専
門
性
が
求

め
ら
れ
る
と
い
う
性
質
上
、
代
理
人
弁
護

士
に
出
頭
を
委
任
し
て
お
り
ま
す
。

これまでの委員会審理開催状況
第 1 回審理期日 平成 29 年 5 月12 日

第 2 回審理期日 平成 29 年 7 月14 日

第 3 回審理期日 平成 29 年 10 月3 日

第 4 回審理期日 平成 29 年 12 月25 日

第 5 回審理期日 平成 30 年 3 月19 日

第 6 回審理期日 平成 30 年 7 月19 日（予定）
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▼ 

第
２
回
の
委
員
会
審
理
で
は
、
上
記
申

請
⑵
の
森
林
法
に
基
づ
く
林
地
開
発
計

画
変
更
許
可
申
請
の
拒
否
処
分
に
係
る

部
分
は
審
理
を
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
、

平
成
29
年
９
月
29
日
、
同
委
員
会
が
判

断
す
べ
き
事
案
で
は
な
い
と
し
て
、
こ

の
部
分
の
申
請
が
却
下
さ
れ
ま
し
た
。

　

 　

な
お
、
上
記
県
処
分
⑵
に
つ
い
て
は
、

川
越
工
業
㈱
が
審
理
終
了
前
の
平
成
29

年
７
月
10
日
に
県
を
被
告
と
し
て
山
形

地
裁
に
訴
え
を
起
こ
し
て
お
り
、
現
在

も
係
争
中
で
す
。

▼ 

上
記
申
請
⑴
に
つ
い
て
は
、
町
条
例
に

基
づ
く
書
類
の
添
付
が
必
要
か
ど
う
か

は
決
着
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
町

条
例
を
巡
っ
て
山
形
地
裁
で
争
っ
て
い

る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
す
れ

ば
書
類
の
不
備
に
は
な
ら
な
い
と
の
見

解
が
同
委
員
会
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

 　

こ
れ
を
受
け
て
川
越
工
業
㈱
は
採
石

認
可
の
再
申
請
を
提
出
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
再
申
請
に
対
す
る
県
の
対
応

が
注
目
さ
れ
る
と
と
も
に
、
申
請
が
認

可
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
町
も
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

 　

今
こ
そ
健
全
な
水
循
環
の
保
全
に
向

け
た
町
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
訴
え
る

時
期
に
来
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

申請の内容
●申請（1） 
　 県が行った岩石採取計画認可申請の拒否処
分を取り消すこと。
●申請（2）
　  県が行った林地開発計画変更許可申請の拒
否処分を取り消すこと。

県が行った処分
●県処分（1）
　 川越工業㈱に対する平成28年12月20日付
けの岩石採取計画認可申請の拒否処分
●県処分（2）
　 川越工業㈱に対する平成29年1月13日付
けの林地開発計画変更許可申請の拒否処分

申請の理由
●申請理由（1）
　 町の水循環保全条例は、採石法や自然環境
保全法に違反し無効であり、さらに、憲法
の職業選択の自由や財産権、適正手続きに
違反し無効であるから、町条例に基づく書
類の添付は必要ない。
●申請理由（2）
　 国からの通達で示された町との保全協定書は、
必要な添付書類に当たらない。

上記処分の理由
●処分理由（1）
　 町が水循環保全条例で定めた規制対象事業
に当たらないとする書類が無いことによる
書類の不備
●処分理由（2）
　 国の通達で示された町との保全協定書が無
いことによる書類の不備

申請人 山形県

公害等調整委員会
※ 

各
回
の
委
員
会
審
理
は
、
裁
判
所
に
お

け
る
口
頭
弁
論
と
同
様
、
事
前
に
当
事

者
よ
り
主
張
内
容
等
を
記
し
た
準
備
書

面
の
提
出
が
あ
る
た
め
、
15
分
程
度
で

終
了
し
て
い
ま
す
。

　

 　

な
お
、
委
員
会
審
理
は
誰
で
も
傍
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
会
場
は
東

京
都
内
と
な
り
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
準
備
書
面
等
の
写
し
に
つ
い

て
は
、
当
事
者
以
外
に
は
開
示
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。

●
㉄
／
企
画
課
企
画
係　

☎
72
︲
４
５
２
３

審
理
の
進
捗
状
況
と

 

今
後
の
動
向

申請人である
川越工業㈱の主張

県の行政処分
（申請に対する決定）

審理状況のイメージ
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空
き
家
バ
ン
ク
っ
て

 
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
平
成
29
年
度
の
空
き
家
バ
ン
ク
の
実
績
と
、
移
住
さ
れ
た
方
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　空き家バンクとは、空き家を貸したい・売りたいという所有者と、空き家
を借りたい・買いたいという移住希望者等とをつなぐ制度です。登録いただ
いた空き家は、遊佐町ＩＪＵターン促進協議会のＨＰ上で掲載しています。平
成24年より本格的に始まった空き家バンク等を利用して、平成30年3月31
日までに166名の方が遊佐町に移住されました。
　表1は、平成24年度からの空き家バンク実績です。平成28年度までは年々
移住世帯数や人数が増えていましたが、平成29年度は空き家バンクへの登
録が進まず、移住世帯数が減少しました。表2は、各地区の空き家バンクで
の成約数と移住世帯数です。ほぼ遊佐町全体に移住されていることがわかり
ます。
　平成29年度の傾向としては、表3のとおり30代までの移住者が多くなって
います。平成29年度移住者の43%が、20～30代となっており、
10代以下の子ども達と合わせると64%に
なります。また、平成29年度は県外から
の移住者が多くなっており、近年増え
続けていたUターンより、Iターンの
方が多い傾向にあります。

◆表１　空き家バンク実績
年　　度 24 25 26 27 28 29 計

登録件数（※１） 2 7 8 25 21 15 78

移 住 希 望 件 数 8 20 16 39 36 30 149

成 約 数（※ 2） 1 4 8 17 19 12 61

移住世帯数（人数） 1（2） 5（13） 8（24） 17（28） 22（60） 18（39） 71（166）
※ 1　登録取り下げ、2 年間の期限切れ分を除く
※ 2　町内の方が成約したものを含む

◆表２　地区ごとの空き家バンク成約数と移住世帯数（人数）（24～ 29年度末現在）
蕨　岡 遊　佐 稲　川 西遊佐 高　瀬 吹　浦 計

成 約 数 5 21 7 10 11 7 61

移住世帯数（人数） 7（16） 24（56） 7（15） 16（37） 10（27） 7（15） 71（166）

◆表３　【平成 29年度移住者】移住前の居住地と年齢（移住時）
移住前の居住地 移住者の年齢

県　外 県　内 計 ～10代 20～30代 40～50代 60代～ 計

22 17 39 8 17 8 6 39
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平成28～２９年度に遊佐町暮らしを始めたご家族を４組ご紹介します！

遊佐町暮らし
始めました！！

❶移住のきっかけ
❷遊佐町を選んだ理由
❸移住して良かったこと
❹移住して困ったこと
❺その他ひとこと

こんにちは！

❶ 会社の転勤で
鶴岡に単身赴
任で来たこと。

❷ 鳥海山の風景
が素晴らしく、
近くに見える
ところがよか
ったため。家
族みんなが気
に入った。

❸ 藤崎小学校から望む鳥海山が素晴らしく、家族み
んなで毎日贅沢な時間を過ごせるところ。学校で
も、地域でも、助けあって暮らしていることが実
感できること。

❹ 古い家に隙間があって、夏にネズミが出て大変
だった。

❶ 転勤を機に自
然豊かな所に
住みたかった
から。

❷ 移住支援の充
実。特に子育
て支援に魅力
を感じたから。

❸ 水道水が格別
に美味しい。
至る所で溢れ出る湧き水も魅力的。近隣の住民の
方々も親切です。

❹古い家なので冬が寒い。
❺ ネットで何でも買える時代なので買い物などは不
自由しません。イベントごとが多いので退屈もし
ません。どうぞ遊佐町へお越しください。

❶ 定年退職後に
定住地を探し
ていて。

❷ 鳥海山をはじ
めとする自然
の美しさや空
き家バンクな
ど移住者支援
制度が充実し
ていたから。

❸ 空気、水、食べ物がおいしい。海も山も田んぼも
あり、のんびりと暮らせるところ。

❹ 店が少なく、酒田まで出ないと用が足せないとこ
ろ。

❺ 移住者支援制度と共に子育て支援制度も充実し
ているので、特に若い世帯にはおすすめ。

❶ 息子の高校進
学と以前から
行き来があっ
て知っている
所だったから。

❷ 知人からの紹
介。自然環境
が良いから。
息子の通学の
ため。

❸ 周りの方が親
切で、野菜を
くれたり、子供が載っていた新聞をわざわざ持っ
てきてくれて嬉しかったです。子どもにとって変
な場所もなく安心。

❹買い物や通院が不便。
❺ 移住までの間、色々手厚くサポートしてくれま
す。わからない事や困った事は小さい事でも相談
しながら対処していけば楽しくなると思います。

國分さん／家族5人（山形市より
Iターン ）

祢津さん／家族3人（石川県より
Iターン ）

稲村さん／家族５人（埼玉県より
Iターン ）

小山田さん／家族5人（秋田県から
Iターン ）



₆2018. 5. 1 広報ゆざ ●

平
成
₂₉
年
２
月
登
録
・
₁₁
月
売
買
成
約

❶
遊
佐
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

❷
築
52
年
／
平
成
28
年

❸ 

Ｈ
Ｐ
で
空
き
家
情
報
が
公
開
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
遊
佐
町
か
ら
離
れ
て
暮
ら
し
て

い
る
た
め
に
、
自
分
で
は
な
か
な
か
で
き

な
い
離
れ
た
場
所
の
空
き
家
の
利
活
用
を

町
か
ら
行
っ
て
も
ら
え
る
と
い
う
安
心
感

が
あ
り
ま
し
た
。

❹ 

登
録
の
事
務
手
続
き
は
難
し
い
こ
と
は
そ

れ
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
仕
事
を
し
て
い

る
方
は
仕
事
を
休
ん
で
空
き
家
の
立
ち
会

い
な
ど
に
行
く
の
が
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。

❺ 

補
助
金
交
付
要
綱
等
の
内
容
が
分
か
り
に

く
い
。
情
報
発
信
の
方
法
を
さ
ら
に
検
討

し
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
₂₉
年
度
空
き
家
追
跡

調
査
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
空
き
家
実
態
調
査
で
確
認
さ

れ
た
空
き
家
は
４
９
０
件
。
そ
の
後
の
平
成

28
年
度
の
空
き
家
追
跡
調
査
で
は
、
空
き
家

数
は
５
０
６
戸
で
、
１
年
間
の
増
加
は
16
戸

に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
、
平
成
29
年
12
月
〜
平
成

30
年
２
月
の
期
間
に
、
各
集
落
区
長
さ
ん
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
空
き
家
の
追
跡
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
₂₇
年
７
月
登
録
・
平
成
₂₉
年
₁₁
月

売
買
成
約

❶
区
長
さ
ん
と
集
落
支
援
員
に
す
す
め
ら
れ
て

❷
築
45
年
／
平
成
25
年

❸ 

登
録
し
て
か
ら
２
年
以
上
た
ち
ま
し
た

が
、
空
き
家
だ
っ
た
家
が
、
若
い
方
た
ち

に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
。
集
落

支
援
員
や
区
長
さ
ん
、
地
元
の
友
人
が
一

緒
に
な
っ
て
心
配
し
て
く
れ
て
、
と
て
も

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

❹ 

大
変
な
こ
と
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
遠
く
で
暮
ら
し
て
い
る
た
め
、
家
の

片
づ
け
の
時
期
な
ど
が
詳
し
く
把
握
で
き

な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
今
後
、
帰
省
し
た

時
に
、
泊
ま
る
家
が
な
く
な
っ
た
こ
と
も

少
し
寂
し
い
感
じ
が
し
ま
す
。

❺ 

集
落
支
援
員
が
契
約
時
に
立
ち
会
っ
て
く

れ
た
り
、
相
談
に
の
っ
て
く
れ
た
の
で
安

心
で
し
た
。
若
い
方
た
ち
が
増
え
て
、
地

域
が
少
し
で
も
元
気
に
な
っ
て
く
れ
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
の
追
跡
調
査
空
き
家

の
変
動
は
﹁
表
４
﹂
の
と
お
り
で
、
１
年

間
で
発
生
し
た
空
き
家
は
64
戸
で
し
た
。

一
方
で
、
入
居
や
更
地
化
に
な
っ
た
空
き

家
数
は
42
戸
︵
入
居
27
戸
、
更
地
化
15
戸
︶

で
、
１
年
間
の
増
加
は
22
戸
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
活
用
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
空

き
家
は
５
２
８
戸
の
う
ち
半
数
の
２
６
４

戸
で
す
。
半
面
、
活
用
で
き
な
い
と
思
わ

れ
る
空
き
家
も
２
６
４
戸
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

空
き
家
を
減
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、

空
き
家
所
有
者
と
つ
な
が
り
が
深
い
地
域

の
方
々
か
ら
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を

す
す
め
て
い
た
だ
く
な
ど
、
連
携
し
た
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
も
し
、

お
近
く
で
新
し
く
空
き
家
に
な
っ
た
物
件

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
定
住
促
進
係
ま
た
は

集
落
支
援
員
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
空
き
家
の
所
有
者
の
方
が
一

時
帰
省
さ
れ
て
い
た
ら
、
空
き
家
バ
ン
ク

と
い
う
制
度
が
あ
る
と
一
言
伝
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
先　

　

空
き
家
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、

町
外
に
住
む
家
族
の
Ｕ
タ
ー
ン
、
移
住
を

希
望
し
て
い
る
友
人
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

企
画
課
定
住
促
進
係　

☎
28
︲
８
２
５
７

集
落
支
援
員　

☎
72
︲
３
９
８
１
︵
Ａ

コ
ー
プ
２
階 

創
業
支
援
セ
ン
タ
ー
︶

空き家バンクを通して成約した2つの物件の所有者さんに聞きました！

空き家バンク
　 のススメ

❶登録のきっかけ
❷築年数／空き家になった年
❸登録して良かったこと
❹登録して大変だったこと
❺その他ひとこと

◆表４　平成28年度からの追跡調査　空き家の変動 （戸数）

蕨 岡 遊 佐 稲 川 西遊佐 高 瀬 吹 浦 計

平成₂₈年度空き家数 55 147 36 57 75 136 506

入　居 4 8 2 4 3 6 27

更地化 3 4 0 1 2 5 15

平成₂₉年新規空き家数 9 14 11 6 8 16 64

平成₂₉年度空き家数 57 149 45 58 78 141 528

番
外
編
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遊
佐
町
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
﹁
遊
＇ｓ
﹂
で
は
町
内
の
ス
ポ
ー

ツ
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
今
後
は
町
外
の
ク
ラ
ブ
と
の

交
流
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
通
し
た

町
の
魅
力
の
発
信
、
他
団
体
や
企

業
と
の
連
携
な
ど
、
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
て
親
し
み
を
も

た
れ
る
ク
ラ
ブ
に
な
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、

運
営
や
企
画
に
係
わ
る
参
加
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
参
加
が
可
能

で
す
。
ぜ
ひ
一
度
ク
ラ
ブ
に
係

わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

● 

㉄
／
遊
佐
町
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ

文
化
ク
ラ
ブ
﹁
遊
＇ｓ
﹂
事
務
局

　

☎
０
８
０
︲
９
６
３
０
︲
２
０
１
５

　

ʜＰ
：
遊
佐
町 

ゆ
ず
で
検
索

う
命
じ
ま
し
た
。

　

陰
陽
師
は
い
わ
ば
公
務
員
で
活
動
の

本
拠
地
は
当
時
の
役
所
で
あ
る
城
輪
柵

周
辺
で
し
た
。
酒
田
市
︵
旧
八
幡
町
︶

岡
島
田
に
あ
る
９
世
紀
半
ば
の
俵
田
遺

跡
か
ら
は
人
面
が
描
か
れ
た
甕か

め

と
木
製

の
人
形
・
馬
形
が
大
量
に
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
当
時
の
中
央
の
都

で
も
使
用
さ
れ
た
最
先
端
の
お
ま
じ
な

い
グ
ッ
ズ
で
、
陰
陽
師
の
活
躍
し
た
時

代
と
も
ぴ
っ
た
り
あ
う
興
味
深
い
考
古

学
資
料
で
す
。

第
１
回
総合型地域スポーツクラブ
遊佐町総合型スポーツ文化クラブ「遊’s」

今号より、町内のクラブ・団体を紹介する新コーナー「Let’s 遊活！！」が連載スタートしました！広報ゆざでは町内で活動している
クラブ・団体を募集しますので、ぜひお問い合わせください！　●問／企画課企画係　☎72-4523

遊活!!遊活遊活遊活Let's

山形大学基盤教育院
准教授

荒木　志伸 氏

スポーツ！文化！祭

活
動
内
容

　
﹁
遊ゆ

＇ｓず

﹂
は
平
成
26
年
３
月
30

日
に
町
内
の
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
関

係
者
や
識
見
者
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー

ツ
活
動
、
文
化
活
動
を
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
生
涯
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
ク
ラ
ブ
で
は
、
健
康
体
操

や
マ
ッ
ト
運
動
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

な
ど
定
期
的
に
計
９
教
室
を
開
催
。

ど
の
教
室
も
知
識
が
豊
富
な
先
生

方
が
指
導
し
て
い
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

毎
年
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
お
り
、
町
内
外
か
ら
多
く
の

方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

陰
陽
師
と
い
え
ば
、
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
の
羽
生
結
弦
選
手
の
フ
リ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
野
村
萬
斎
さ
ん
主
演

の
映
画
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い
で

し
ょ
う
。
実
は
山
形
で
も
、
か
つ
て
陰

陽
師
が
活
躍
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま

す
。

　

平
安
時
代
、
出
羽
国
は
鳥
海
山
の
噴

火
や
嘉
祥
三
年
︵
８
５
０
︶
の
大
地
震

な
ど
、
度
重
な
る
災
害
な
ど
に
よ
り
人

心
が
動
揺
し
て
い
ま
し
た
。﹃
日
本
文

徳
天
皇
実
録
﹄
と
い
う
書
物
に
よ
れ
ば
、

朝
廷
は
大
地
震
の
翌
年
に
出
羽
国
に
陰

陽
師
を
派
遣
し
、
反
乱
や
自
然
災
害
の

要
因
を
占
わ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

鳥
海
山
の
大
物
忌
神
の
怒
り
の
た
め
で

あ
る
と
判
明
し
た
た
め
、
厚
く
敬
う
よ

「
日
本
海
と
大
地
が
つ
く
る 

水
と
命
の
循
環
」

《
第
41
回
》

「  

陰
陽
師
が
使
っ
た
？

古
代
の
お
ま
じ
な
い
グ
ッ
ズ

 

俵た
わ
ら
だ田
遺
跡
」

ソフトバレーボール交流大会

俵田遺跡から出土した
人面墨書土器と木製の人形

（『大地に刻まれた山形の歴史』）より
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４
月
12
日
㈭
、
平
成
25
年
に
町
と
生
活

ク
ラ
ブ
連
合
会
、
庄
内
み
ど
り
農
協
の
三

者
で
締
結
し
た
﹁
地
域
農
業
と
日
本
の
食

料
を
守
り
、
持
続
可
能
な
社
会
と
地
域
を

発
展
さ
せ
る
共
同
宣
言
﹂
に
基
づ
く
事
業

の
一
環
と
し
て
、
パ
レ
ス
舞
鶴
に
て
共
同

宣
言
事
業
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
の
林

武
司
教
授
が
﹁
水
か
ら
み
た
鳥
海
山
の
環

境
・
資
源
・
文
化
﹂
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

鳥
海
山
が
豊
富
な
水
を
も
た
ら
す
仕
組
み
、

水
を
資
源
・
地
域
文
化
を
形
成
す
る
基
盤

と
し
て
見
た
場
合
の
遊
佐
町
の
特
徴
な
ど

に
触
れ
、﹁
遊
佐
町
は
昔
か
ら
鳥
海
山
か

ら
の
地
下
水
や
湧
水
に
大
き
く
依
存
し
て

生
活
・
文
化
を
営
ん
で
き
た
。
こ
の
水
環

境
を
残
す
た
め
に
も
、
水
が
あ
る
こ
と
の

貴
重
さ
、
人
と
水
と
の
関
わ
り
の
歴
史
や

そ
の
中
で
育
ま
れ
た
文
化
を
、
再
認
識
・

再
評
価
し
て
欲
し
い
。﹂
と
語
り
ま
し
た
。

更
に
、
鳥
海
山
を
保
護
し
地
域
振
興
に
活

用
す
る
ジ
オ
パ
ー
ク
、﹁
遊
佐
町
の
健
全

な
水
循
環
を
保
全
す
る
た
め
の
条
例
﹂
と

町
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、﹁
遊
佐
町
の

水
と
鳥
海
山
の
保
全
の
た
め
、
継
続
し
て

調
査
し
理
解
を
深
め
て
守
っ
て
行
く
こ
と

が
重
要
。﹂
と
講
演
し
、
約
80
名
の
参
加

者
は
熱
心
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

　

共
同
宣
言
事
業
で
は
、
今
後
も
移
住
定

住
促
進
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
分
野
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
な
ど
の
環
境
分
野
、

資
源
循
環
型
農
業
の
推
進
な
ど
の
農
業
振

興
分
野
に
つ
い
て
三
者
連
携
に
よ
る
事
業

推
進
を
図
り
ま
す
。

共
同
宣
言
事
業
講
演
会
　
開
催

消防署遊佐分署竣工式

今日から小学校１年生！

新しい消防拠点が完成しました。

鳥海山がもたらす水の恵みについてお話しいただきました。

今年度入学児童・生徒数

男 女 計

蕨 岡 小 学 校 3 6 9

遊 佐 小 学 校 13 12 25

高 瀬 小 学 校 10 6 16

吹 浦 小 学 校 5 5 10

藤 崎 小 学 校 10 9 19

遊 佐 中 学 校 55 47 102

　4月10日㈫、消防署遊佐分署の竣工式が行われ
ました。新しくなった遊佐分署は、延べ床面積
520.92㎡。事務室・食堂・仮眠室・防火衣着装室
などを備え、普通ポンプ車・高規格救急自動車が
各１台配備されています。また、停電時でも庁舎
機能を維持できる非常用発電機や、各種訓練が可
能な野外訓練棟も整備。町を災害から守る、頼も
しい防災拠点としての活躍が期待されます。

　４月７日㈯に遊佐中学校、８日㈰に町内
の各小学校で入学式が行われました。
　今年度の小学１年
生 は 合 計79名 で、中
学１年生は102名とな
りました。各小学校
ごとの内訳と男女別
人数については左表
をご覧ください。
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３
月
20
日
㈫
、
役
場
議
事
所
で
地
域
お

こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
３
月
一
杯
で
退
任
を
迎
え

た
駒
井
江
美
子
隊
員
、
加
藤
未
来
隊
員
を

含
め
た
６
名
が
、
１
年
間
取
り
組
ん
で
き

た
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
活
動
報
告
会
は
﹁
よ
り
町
民
の

皆
さ
ん
と
近
い
距
離
で
行
い
た
い
﹂
と
い

う
協
力
隊
の
発
案
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
中
心
に
対
談
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

司
会
進
行
も
協
力
隊
が
行
い
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
と
の
掛
け
合
い
を
交
え
な
が
ら
の

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
報
告
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

庄
内
地
域
の
農
林
水
産
分
野
で
活
躍
す

る
若
者
の
優
れ
た
功
績
や
成
果
を
顕
彰
す

る
＂
平
成
29
年
度
庄
内
地
域
農
林
水
産
業

若
者
賞
＂
に
藤
井
地
区
の
那
須
俊
祐
さ
ん

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

肉
用
牛
の
繁
殖
・
肥
育
で
畜
産
業
を
営

む
那
須
さ
ん
は
、
水
稲
な
ど
を
耕
作
す
る

耕
種
農
家
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
経
営
で

生
じ
る
堆
肥
を
地
域
の
水
田
に
還
元
し
、

そ
こ
で
牛
の
エ
サ
と
な
る
粗
飼
料
を
低
コ

ス
ト
で
調
達
す
る
と
い
う
理
想
的
な
経
営

モ
デ
ル
を
確
立
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
授

賞
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

那
須
俊
祐
さ
ん（
藤
井
）

 

庄
内
地
域
農
林
水
産
業
若
者
賞
を
授
賞
！

協力隊活動に皆さんの応援をよろしくお願いします！

農家と連携して理想的な経営モデルを確立しました。

美しいメロディーに乗せて

災厄を人形に託して送る

春の火災予防運動

　４月13日㈮、中山河川公園で桜まつりのオー
プニングセレモニーが開催されました。来場者に
は甘酒がふるまわれ、弦楽器アンサンブルの美し
いメロディーに乗せ、開花宣言が行われました。

　４月４日㈬、樽川地区でやさら行事が行われ
ました。昨年のワラで作ったやさら人形を手に
「やっさら人形おっぐんぜー」と唄いながら洗沢
川川岸まで歩き、無病息災を祈願しました。

　４月８日㈰、役場前駐車場で春季火災予防パ
レードの出発式が行われました。消防団の皆さ
んが町内をパトロールしながら、火災への注意
を呼びかけました。
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が
あ
り
ま
し
た
。

　

例
年
に
も
増
し
て
威
勢
の
良
い
﹁
や

さ
ら
～
や
さ
ら
～
！
﹂
の
掛
け
声
が
平

津
地
区
に
響
き
渡
り
、
巨
大
な
や
さ
ら

人
形
が
担
ぎ
上
げ
ら
れ
ま
す
。
村
は
ず

れ
の
田
ん
ぼ
ま
で
運
ば
れ
た
や
さ
ら
人

形
は
赤
々
と
焚
き
上
げ
ら
れ
、
１
日
の

行
事
が
終
わ
り
ま
す
。
今
年
の
や
さ
ら

行
事
は
、
村
内
の
安
全
祈
願
と
大
人
へ

の
加
入
儀
礼
、
ふ
た
つ
の
意
味
で
無
事

成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

信
仰
の
歴
史
と
足
跡
を
た
ど
る

 

…
蕨
岡
修
験
道
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
８

　

４
月
15
日
㈰
、
蕨
岡
地
区
で
蕨
岡
修

験
道
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
８
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
蕨
岡
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
前
広
場
か
ら
出
発

し
、
大
物
忌
神
社
や
龍
頭
寺
、
大
泉
坊

長
屋
門
や
山
本
坊
と
い
っ
た
宿
坊
な
ど
、

蕨
岡
修
験
と
文
化
・
文
化
財
を
テ
ー
マ

に
し
た
コ
ー
ス
を
歩
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
で
、
10
㎞
コ
ー
ス
の
﹁
蕨
岡

修
験
の
道
を
歩
く
コ
ー
ス
﹂
と
６
㎞

コ
ー
ス
の
﹁
Ｗ
坂
の
桜
と
上
寺
探
訪

コ
ー
ス
﹂
の
２
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
、
町
内

外
か
ら
60
人
も
の
参
加
者
が
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
に
集
合
。
雨
に
も
映
え
る

Ｗ
坂
の
桜
並
木
や
、
鳥
海
山
信
仰
を
中

心
に
発
展
し
て
き
た
神
社
・
仏
閣
な
ど

の
文
化
財
の
佇
ま
い
を
楽
し
み
、
龍
頭

援
の
団
体
・
施
設
の
設
立
と
い
う
ご
提

案
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
県
と
町

が
連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
予
定
で
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
㉄
／
健
康
福
祉
課
福
祉
介
護
保
険
係

　
　
　

☎
72
︲
５
８
８
４

大
人
へ
の
加
入
儀
礼

 

…
平
津
地
区
の
や
さ
ら
行
事

　

４
月
７
日
㈯
、
平
津
地
区
で
や
さ
ら

行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
津
地
区
の

や
さ
ら
は
、
藁
で
で
き
た
巨
大
な
や
さ

ら
人
形
に
厄
を
託
し
て
送
り
、
村
内
安

全
を
祈
願
す
る
町
の
無
形
民
俗
文
化
財

で
す
。
か
つ
て
は
、
若
者
た
ち
の
大
人

へ
の
加
入
儀
礼
と
い
う
意
味
合
い
も

持
っ
て
い
ま
し
た
。
近
年
は
高
齢
社
会

の
波
も
あ
り
、
新
た
に
参
加
す
る
若
者

も
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
の
や

さ
ら
に
は
初
め
て
参
加
す
る
若
者
の
姿

生
活
保
護
を
支
援
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
に
つい
て

…
匿
名
希
望

　
町
に
は
福
祉
関
係
で
働
い
て
い
る
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
提
案
で
す
が
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
活
保
護
者
支
援
施
設
を

設
立
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
費

用
は
掛
か
り
ま
す
が
、
価
値
の
あ
る
取

り
組
み
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

答
／
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
方
々

へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
庄
内
総
合
支

庁
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
町
が
連
携
し

な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
訪

問
し
て
今
の
状
況
や
困
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
確
認
し
、
生
活
保
護
制
度
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度

や
サ
ー
ビ
ス
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
支

美しい景観を守る
　鳥海公園は皇太子殿下(今上天皇)御成婚記念桜が咲き誇り、
旧八幡町升田や酒田市街が一望できる蕨岡の景勝地です。し
かし雑木などの成長に伴いその景観が悪くなっていることから、
蕨岡まちづくり協会と地元上蕨岡集落が協働して伐採を行う
等の整備活動を行ってきています。今回は蕨岡修験道ウォー
クのコースになっているので時期を早めて４月９日に実施し
ました。
●問／蕨岡まちづくり協会　☎72－2231

おたより大募集！
日頃感じていることや心温まるエピソード、広報の感想など、
あなたの声をお寄せください！ご投稿は投書ハガキでどうぞ。
●問／企画課企画係　☎72︲4523

大声を張り上げながらやさら人形を担ぎ上げます。

地域の皆さんの協力で景観が守られています。

蕨岡



集落支援員だより
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土門 航大さん（上大内）
Koudai Domon
平成 7 年生まれ

Uターン！ふるさとを楽しみ直す
■一言／
　埼玉県からＵターンして、４月から遊佐町
役場の企画課観光物産係に勤めています。ま
だまだ分からないことも多いですが、先輩方
から助けてもらいながら、がんばっています。
　大学時代は、友人に誘われて社会人に混
ざって野球をしていました。遊佐でもいろん
なチームからお誘いをいただいていますので、
楽しんでやっていければと思います。
　いろんな所に行くのが好きで、昨年は金沢
や仙台にドライブしてきました。ドライブ自
体が目的なので、旅先ではその場その場で買
い物や観光を楽しんでいます。海外にはまだ
１度しか行ったことが無いので、社会人での
目標はいろんな国を渡り歩いてみることです。
スポーツ観戦も好きなので、本場でのサッカー
や野球を見てみたいですね。
■町への要望／
　お酒が大好きなので、もっと町のお酒を
PRして、いろんなところで杉勇を飲めるよ
うにしてほしいです。

寺
で
は
参
加
者
の
家
内
安
全
を
祈
願
す

る
護
摩
祈
祷
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
蕨
岡

修
験
の
歴
史
と
文
化
を
堪
能
で
き
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
し
た
。

今年度もよろしくお願いします！
　遊佐町をいろいろ再発見しながら集落支援員二年目に入りました。
その中でも、昨年度、各集落区長さんから協力をいただきながら実
施した空き家追跡調査はとても印象に残りました。1年間で増えた空
き家の多さには驚きましたが、遊佐町への移住希望者の中で多くの
方がその空き家を求めているということもわかりました。
　新たに空き家として確認された物件を、次に利用したい方々へう
まくつないでいけたらと思います。空き家追跡調査にご協力いただ
きありがとうございました。
集落支援員　渋谷一行、佐藤正子
☎72-3981　FAX28-8455（集落支援員事務所：Aコープゆざ店２階）

蕨岡の魅力が詰め込まれたウォーキングイベントです。

昨年度同様の渋谷一行（左）、佐藤正子（右）
の体制でがんばります！

　昭和30年発行の「遊佐町廣報」を、町民の方から寄
贈いただきました。いただいた広報は昭和30年８月１
日号、９月１日号、10月21日号の３号。六町村が合併
して現在の遊佐町が誕生したのが昭和29年８月１日で
すので、その１年後の広報紙となります。
　遊佐町が合併して間もない頃の広報に興味のある方は、
ぜひ役場企画課までお越しください。
●問／企画課企画係　☎72－4523

遊佐町廣報 昭和三十年
発行号




